
座長のことば
　世界中で新型コロナウイルス感染症が拡大しています。一度国内にウイルスが拡散すると排除が困難な
ことから、「水際対策」の重要性が痛感させられます。周囲を海で囲まれたわが国と、周囲を眼表面液で
囲まれた眼球は似たような環境にあります。異なる点としては、結膜の常在細菌が侵入してきた病原菌を
排除する「天然のバリア」 として存在することです。しかし病原性のない常在細菌であっても、白内障手術、
硝子体手術、硝子体内注射の際に眼内移行すると病原性を示し眼内炎を生じることが分かっています。
　現在、常在細菌中の｢耐性菌｣が増加しつつあるため、抗菌薬の適正使用について再考しなくてはならな
い状況にあります。｢ヨード製剤｣は抗菌薬と比べて、抗微生物スペクトルが広く、｢耐性菌｣を作ることなく、
希釈すると短時間で殺菌効果を示すという特徴があります。アップデートな｢ヨード製剤｣情報が先生方の
日々の臨床に役立てれば幸いです。
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